
(57)【要約】

【課題】所望のアーク抵抗Ｒａを維持することが可能な

電気炉の操業方法を提供する。

【解決手段】（１）炉内スラグの組成および比電導度の

相関関係を予め求め、（２）任意時ｎにおいて、分析し

て得られる炉内スラグの組成から、前記相関関係により

比電導度λｎ（Ω－ １ ・ｃｍ－ １ ）を求め、（３）比電

導度λｎ（Ω－ １ ・ｃｍ－ １ ）、スラグ層２の厚さＬｎ

（ｃｍ）、および通電領域の直径Ｄ（ｃｍ）から、スラ

グ浴抵抗Ｒｂｎ（ｍΩ）を、Ｒｂｎ＝１０００×Ｌｎ／

［λｎ×π×（Ｄ／２）２ ］で求め、（４）得られるス

ラグ浴抵抗Ｒｂｎ（ｍΩ）、および任意の一定値に設定

されたアーク抵抗Ｒａ０（ｍΩ）から、炉抵抗Ｒｎ（ｍ

Ω）を、Ｒｎ＝Ｒａ０＋Ｒｂｎで求め、（５）炉抵抗Ｒ

ｎ（ｍΩ）となるように、通電（電流）を調整して制御

する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
メ タ ル お よ び ス ラ グ に 電 極 を 介 し て 通 電 す る フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 用 電 気 炉 の 操 業 方 法 に お
い て 、
（ １ ） 炉 内 ス ラ グ の 組 成 お よ び 比 電 導 度 の 相 関 関 係 を 予 め 求 め 、
（ ２ ） 任 意 時 ｎ に お い て 、 分 析 し て 得 ら れ る 炉 内 ス ラ グ の 組 成 か ら 、 前 記 相 関 関 係 に よ り
比 電 導 度 λ ｎ （ Ω － １ ・ ｃ ｍ － １ ） を 求 め 、
（ ３ ） 比 電 導 度 λ ｎ （ Ω － １ ・ ｃ ｍ － １ ） 、 ス ラ グ 層 の 厚 さ Ｌ ｎ （ ｃ ｍ ） 、 お よ び 通 電 領
域 の 直 径 Ｄ （ ｃ ｍ ） か ら 、 ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ ｎ （ ｍ Ω ） を 、
【 式 １ 】
　
　
　
　
式 １ で 求 め 、
（ ４ ） 得 ら れ る ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ ｎ （ ｍ Ω ） 、 お よ び 任 意 の 一 定 値 に 設 定 さ れ た ア ー ク 抵
抗 Ｒ ａ ０ （ ｍ Ω ） か ら 、 炉 抵 抗 Ｒ ｎ （ ｍ Ω ） を 、
【 式 ２ 】
　
　
　
式 ２ で 求 め 、
（ ５ ） 炉 抵 抗 Ｒ ｎ （ ｍ Ω ） と な る よ う に 、 通 電 （ 電 流 ） を 調 整 し て 制 御 す る こ と を 特 徴 と
す る フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 用 電 気 炉 の 操 業 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 に 用 い る 電 気 炉 の 操 業 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 １ に 、 フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 用 電 気 炉 の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 に お い て 、 電 気 炉 １ ０ の 底 部 に は 溶 融 状 態 の メ タ ル １ （ 熔 体 ） が 存 在
し 、 そ の 上 に ス ラ グ 層 ２ が 存 在 す る 。 交 流 電 源 １ ２ は 、 該 ス ラ グ 層 ２ か ら 所 定 の 間 隔 ｘ だ
け 離 れ て 配 置 さ れ た 電 極 １ １ と 、 メ タ ル １ と の 間 に 接 続 し 、 電 極 １ １ と ス ラ グ 層 ２ の 間 で
ア ー ク に よ り 流 れ た 電 流 が 、 ス ラ グ 層 ２ か ら 溶 融 状 態 の メ タ ル １ を 流 れ る こ と に よ り 、 交
流 電 源 １ ２ か ら の 電 力 が 炉 内 を 加 熱 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 っ て 、 電 極 １ １ お よ び メ タ ル １ の 間 の 炉 抵 抗 Ｒ は 、 ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ と 、 ア ー ク 抵 抗 Ｒ
ａ と に よ り 、
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 式 ３ 】
　
　
　
式 ３ の よ う に 表 さ れ 、 炉 抵 抗 Ｒ を 一 定 に す る よ う に 通 電 （ 電 流 ） 制 御 を 行 う こ と が 、 比 較
的 に 容 易 で 一 般 的 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 の 電 気 炉 操 業 に お い て 、 ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ は 、 ス ラ グ 層 ２ の 組 成 に 依
存 し 、 ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ は 、 電 極 １ １ の 先 端 と ス ラ グ 層 ２ の 表 面 と の 間 隔 ｘ に 依 存 す る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
装 入 量 な ど が 変 化 し て 、 電 極 １ １ の 先 端 と ス ラ グ 層 ２ の 表 面 と が 接 す る 場 合 に は 、 Ｒ ａ ＝
０ と な り 、 交 流 電 源 １ ２ の 供 給 エ ネ ル ギ ー は 、 ほ と ん ど ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ に よ る 発 熱 に な
り 、 ア ー ク に よ る 発 熱 は ほ と ん ど な く な る 。 こ の 状 態 を 継 続 す る と 、 ス ラ グ 層 ２ の 全 体 の
温 度 が 上 が り 、 そ の 結 果 と し て ス ラ グ 層 ２ の 流 動 が 激 し く な り 、 炉 体 温 度 が 過 度 に 上 昇 す
る と い う 問 題 を 起 こ す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
逆 に 、 電 極 １ １ の 先 端 と ス ラ グ 層 ２ の 表 面 と が 離 れ す ぎ る と 、 交 流 電 源 １ ２ の 供 給 エ ネ ル
ギ ー は 、 主 に ア ー ク に よ る 発 熱 と な る た め 、 ス ラ グ 層 ２ の 温 度 が 低 下 し た り 、 電 気 炉 １ ０
の 側 壁 の コ ー チ ン グ 層 が 異 常 成 長 し て 、 電 気 炉 操 業 が 困 難 と な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
一 方 、 実 際 の 電 気 炉 操 業 で は 、 熔 体 １ の 温 度 や 熔 体 １ の 流 れ 性 と い っ た 因 子 が 重 要 な 操 業
因 子 と な る 。 こ う し た 操 業 因 子 は 、 ス ラ グ 層 ２ の 温 度 と 大 き く 関 連 す る の で 、 前 述 の よ う
に 、 熱 が 発 生 す る 領 域 を 決 定 す る 主 要 因 と な る ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ を 所 望 の 値 に 調 整 す る こ と
が で き れ ば 、 ス ラ グ 層 ２ の 温 度 が 一 定 に な り 、 電 気 炉 操 業 を 安 定 し て 継 続 す る こ と が で き
る 。 実 際 に 、 電 極 位 置 を 上 下 す る 操 作 で ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ を 変 え る こ と は で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し か し 、 ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ を 状 況 に 応 じ て 正 し く 制 御 す る こ と は 、 困 難 で あ る 。 ま た 、 フ ェ
ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 の 電 気 炉 操 業 で は 、 炉 内 ス ラ グ の 性 状 に 起 因 す る 「 適 切 な ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ
ｂ 」 を 知 る 方 法 が 確 立 さ れ て お ら ず 、 ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ は 、 装 入 す る 鉱 石 の 種 類 の 変 化 や
、 電 気 炉 の 還 元 度 な ど に 起 因 す る ス ラ グ 組 成 の 変 化 に よ っ て 、 大 き く 変 動 す る 。 そ の た め
、 ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ で は な く 、 炉 抵 抗 Ｒ が 変 化 し な い よ う に ほ ぼ 一 定 と す る 従 来 の 電 気 炉 の
操 業 方 法 を 行 う こ と は 、 式 ３ に 従 っ て ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ を 大 き く 変 化 さ せ る こ と に な り 、 以
下 に 示 す （ １ ） お よ び （ ２ ） な ど の よ う な ト ラ ブ ル に 見 舞 わ れ る こ と が 多 く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ １ ） ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ が 大 き く な っ た 場 合 は 、 電 極 先 端 が 溶 融 ス ラ グ 浴 に 浸 漬 さ れ す ぎ
た 前 述 の 状 態 と 同 様 に 、 ス ラ グ 層 が 過 剰 に 加 熱 さ れ て 、 電 気 炉 の 炉 体 温 度 が 上 昇 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ２ ） ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ が 小 さ く な っ た 場 合 は 、 電 極 先 端 が 溶 融 ス ラ グ 浴 か ら 離 れ す ぎ た
前 述 の 状 態 と 同 様 に 、 ス ラ グ 層 の 温 度 が 低 下 し て 、 電 気 炉 側 壁 へ の ス ラ グ コ ー チ ン グ 層 が
異 常 成 長 し た り 、 ス ラ グ の 半 凝 固 層 が 炉 内 に 発 生 し た り す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
従 っ て 、 こ れ ら の よ う な ト ラ ブ ル を 防 ぐ た め に 、 装 入 す る 鉱 石 の 種 類 や 、 該 鉱 石 の 配 合 比
を 、 急 激 に 変 化 し な い よ う に 決 定 し な け れ ば な ら な い と い う 大 き な 制 約 を 設 け て い た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
従 来 の 電 気 炉 操 業 に お い て 、 問 題 が 発 生 し た 一 例 を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ に お け る グ ラ フ ４ は 、 従 来 の 方 法 に よ る 電 気 炉 操 業 を 行 っ た 際 の ス ラ グ の 比 電 導 度 の
推 移 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 グ ラ フ ５ は 、 電 気 炉 の 炉 抵 抗 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 グ ラ
フ ６ は 、 電 気 炉 の 炉 体 （ 側 壁 ） 温 度 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
グ ラ フ ４ に 示 さ れ る ス ラ グ の 比 電 導 度 の 推 移 か ら 、 こ の 期 間 の 途 中 で ス ラ グ 組 成 が 変 化 し
、 比 電 導 度 が 低 下 し 、 ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ が 上 昇 し た こ と が 分 か る 。 こ の 期 間 中 も 、 グ ラ フ
５ に 示 し た よ う に 、 炉 抵 抗 Ｒ が 変 化 し な い よ う に ほ ぼ 一 定 と す る 制 御 を し た 結 果 、 グ ラ フ
６ に 示 し た よ う に 、 電 気 炉 の 炉 体 （ 側 壁 ） 温 度 の 急 上 昇 を 招 い た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 前 述 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ の 変 動 に か か わ ら
ず 、 所 望 の ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ に 維 持 す る 電 気 炉 の 操 業 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 用 電 気 炉 の 操 業 方 法 は 、
（ １ ） 炉 内 ス ラ グ の 組 成 お よ び 比 電 導 度 の 相 関 関 係 を 予 め 求 め 、
（ ２ ） 任 意 時 ｎ に お い て 、 分 析 し て 得 ら れ る 炉 内 ス ラ グ の 組 成 か ら 、 前 記 相 関 関 係 に よ り
比 電 導 度 λ ｎ （ Ω － １ ・ ｃ ｍ － １ ） を 求 め 、
（ ３ ） 比 電 導 度 λ ｎ （ Ω － １ ・ ｃ ｍ － １ ） 、 ス ラ グ 層 の 厚 さ Ｌ ｎ （ ｃ ｍ ） 、 お よ び 通 電 領
域 の 直 径 Ｄ （ ｃ ｍ ） か ら 、 ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ ｎ （ ｍ Ω ） を 、
【 ０ ０ １ ９ 】
【 式 ４ 】
　
　
　
　
式 ４ で 求 め 、
（ ４ ） 得 ら れ る ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ ｎ （ ｍ Ω ） 、 お よ び 任 意 の 一 定 値 に 設 定 さ れ た ア ー ク 抵
抗 Ｒ ａ ０ （ ｍ Ω ） か ら 、 炉 抵 抗 Ｒ ｎ （ ｍ Ω ） を 、
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 式 ５ 】
　
　
　
式 ５ で 求 め 、
（ ５ ） 炉 抵 抗 Ｒ ｎ （ ｍ Ω ） と な る よ う に 、 通 電 （ 電 流 ） を 調 整 し て 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に 示 し た フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 用 電 気 炉 の 断 面 図 を 基 に 、 本 発 明 の 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ １ ） 炉 内 ス ラ グ の 組 成 お よ び 比 電 導 度 の 相 関 関 係 を 予 め 求 め て お く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 操 業 開 始 時 に 、 目 標 値 の ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ ０ （ ｍ Ω ） を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ２ ） 任 意 時 ｎ に お い て 、 炉 内 ス ラ グ を 採 取 し て 、 組 成 を 分 析 す る 。 分 析 は 一 定 時 間 毎 に
行 え ば よ い が 、 炉 況 の 変 化 が 激 し い 時 な ど は 頻 繁 に 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
得 ら れ る 炉 内 ス ラ グ の 組 成 か ら 、 前 記 相 関 関 係 に よ り 比 電 導 度 λ ｎ （ Ω － １ ・ ｃ ｍ － １ ）
を 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ３ ） 一 方 、 電 気 炉 内 の 電 流 は 、 電 極 １ １ の 先 端 か ら 、 炉 底 に 存 在 す る メ タ ル １ に 向 か っ
て 流 れ る も の と し て 計 算 す る こ と が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 得 ら れ た 比 電 導 度 λ ｎ （ Ω － １

・ ｃ ｍ － １ ） 、 ス ラ グ 層 の 厚 さ Ｌ ｎ （ ｃ ｍ ） 、 お よ び 電 極 １ １ を 中 心 と し た 通 電 領 域 の 直
径 Ｄ （ ｃ ｍ ） か ら 、
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 式 ６ 】
　
　
　
　
式 ６ に よ り ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ ｎ （ ｍ Ω ） を 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
通 電 領 域 の 直 径 Ｄ （ ｃ ｍ ） は 、 例 え ば 電 極 の 外 径 に 対 し て 一 定 の 比 で 与 え れ ば よ い 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ４ ） 次 に 、 得 ら れ る ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ ｎ （ ｍ Ω ） 、 お よ び 前 記 ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ ０ （ ｍ Ω
） と か ら 、 炉 抵 抗 Ｒ ｎ （ ｍ Ω ） を 、
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 式 ７ 】
　
　
式 ７ で 求 め 、
（ ５ ） 炉 抵 抗 Ｒ ｎ （ ｍ Ω ） と な る よ う に 、 通 電 （ 電 流 ） を 調 整 し て 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 に よ り 、 ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ （ ｍ Ω ） が 一 定 と な る よ う に 制 御 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 の 方 法 を 、 実 施 例 に よ り さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 実 施 例 ）
本 実 施 例 で は 、 電 気 炉 の 外 径 が １ ８ ． ５ ｍ 、 内 径 が １ ６ ． ５ ｍ で あ り 、 電 極 は ３ 本 で 外 径
が そ れ ぞ れ １ ． ７ ｍ で あ り 、 交 流 電 源 の ト ラ ン ス 容 量 を ６ ０ Ｍ Ｖ Ａ と し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
装 入 し た 鉱 石 （ 焼 鉱 ） は ７ ０ ｔ ｏ ｎ ／ ｈ で 、 ス ラ グ は ６ １ ｔ ｏ ｎ ／ ｈ で 、 産 出 粗 メ タ ル は
８ ． ６ ｔ ｏ ｎ ／ ｈ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ １ ） 炉 内 ス ラ グ の 組 成 お よ び 比 電 導 度 の 相 関 関 係 を 予 め 求 め る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 、 操 業 開 始 時 に 、 目 標 値 の ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ ０ （ ｍ Ω ） を 設 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ２ ） 操 業 中 の ８ 時 間 毎 に 、 分 析 計 （ 島 津 製 作 所 製 、 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 、 型 式 Ｖ Ｘ Ｑ － １
５ ０ Ａ ） で 炉 内 ス ラ グ の 組 成 を 分 析 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
焼 鉱 の 組 成 、 ス ラ グ の 組 成 お よ び 産 出 粗 メ タ ル の 組 成 の 一 例 を 、 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
任 意 時 ｎ に て 得 ら れ た ス ラ グ の 組 成 と 、 前 記 相 関 関 係 と に よ り 、 実 施 例 の 操 業 条 件 固 有 の
比 電 導 度 λ ｎ ’ （ Ω － １ ・ ｃ ｍ － １ ） を 求 め る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ ３ ） 任 意 時 ｎ に お け る ス ラ グ 層 の 厚 さ Ｌ ｎ ’ （ ｃ ｍ ） 、 前 記 比 電 導 度 λ ｎ ’ （ Ω － １ ・
ｃ ｍ － １ ） 、 お よ び 通 電 領 域 の 直 径 Ｄ （ ｃ ｍ ） か ら 、
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 式 ８ 】
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式 ８ の よ う に 、 実 施 例 の 操 業 固 有 の も の で あ る ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ ｎ ’ （ ｍ Ω ） を 求 め る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ４ ） 得 ら れ る ス ラ グ 浴 抵 抗 Ｒ ｂ ｎ ’ （ ｍ Ω ） 、 お よ び 目 標 値 の ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ ０ （ ｍ Ω
） か ら 、
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 式 ９ 】
　
　
式 ９ の よ う に 、 調 整 す る 炉 抵 抗 Ｒ ｎ （ ｍ Ω ） を 求 め る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ ５ ） 抵 抗 計 １ ３ に よ り 測 定 さ れ る 炉 抵 抗 が 、 Ｒ ｎ ’ （ ｍ Ω ） と な る よ う に 、 ト ラ ン ス の
タ ッ プ 電 圧 お よ び Ｒ ｎ （ ｍ Ω ） か ら 目 標 電 流 を 設 定 し 、 二 次 電 流 が 目 標 電 流 と 等 し く な る
よ う 、 電 極 高 さ を 調 整 し て 制 御 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 上 の よ う に 、 フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 の 電 気 炉 操 業 を 、 約 １ 年 間 、 行 っ た 。 電 気 炉 操 業 の 結
果 の 一 部 を 図 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ２ に お け る グ ラ フ １ は 、 本 実 施 例 の ス ラ グ の 比 電 導 度 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 グ ラ
フ ２ は 、 電 気 炉 の 炉 抵 抗 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 グ ラ フ ３ は 、 電 気 炉 の 炉 体 （ 側 壁 ）
温 度 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
グ ラ フ １ に 示 さ れ る ス ラ グ の 比 電 導 度 の 推 移 か ら 、 こ の 期 間 の 途 中 で ス ラ グ 組 成 が 一 時 的
に 変 化 し 、 比 電 導 度 が 低 下 し 、 ス ラ グ 浴 抵 抗 が 一 時 的 に 上 昇 し た こ と が 分 か る 。 こ の 期 間
中 も 、 前 述 の よ う に 本 発 明 の 方 法 に よ り 、 ア ー ク 抵 抗 Ｒ ａ を 一 定 と す る よ う に 制 御 し た 。
グ ラ フ ２ に 、 炉 抵 抗 Ｒ の 推 移 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ の よ う な 本 発 明 の 電 気 炉 の 操 業 方 法 を 行 っ た 結 果 の 電 気 炉 の 炉 体 （ 側 壁 ） 温 度 の 推 移 を
、 グ ラ フ ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
グ ラ フ ３ か ら 、 側 壁 温 度 の 変 化 が 少 な く 、 電 気 炉 内 が 安 定 し て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 、 ス ラ グ 組 成 の 変 動 な ど が あ っ て も 、 ア ー ク 抵 抗 を 一 定 に 制 御 す る こ
と が 可 能 で 、 極 め て 安 定 し た 電 気 炉 操 業 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
さ ら に 、 電 気 炉 の 寿 命 を 大 き く 延 長 す る こ と が で き る の で 、 得 ら れ る 経 済 的 効 果 は 極 め て
大 き い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 フ ェ ロ ニ ッ ケ ル 製 錬 用 電 気 炉 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 グ ラ フ １ は 、 本 発 明 の 方 法 に よ る 電 気 炉 操 業 を 行 っ た 際 の ス ラ グ の 比 電 導 度 の 推
移 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 グ ラ フ ２ は 、 電 気 炉 の 炉 抵 抗 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 グ ラ フ
３ は 、 電 気 炉 の 炉 体 （ 側 壁 ） 温 度 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 グ ラ フ ４ は 、 従 来 の 方 法 に よ る 電 気 炉 操 業 を 行 っ た 際 の ス ラ グ の 比 電 導 度 の 推 移
を 示 す グ ラ フ で あ り 、 グ ラ フ ５ は 、 電 気 炉 の 炉 抵 抗 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 グ ラ フ ６
は 、 電 気 炉 の 炉 体 （ 側 壁 ） 温 度 の 推 移 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ 　 メ タ ル
２ 　 ス ラ グ 層
１ ０ 　 電 気 炉
１ １ 　 電 極
１ ２ 　 交 流 電 源
１ ３ 　 抵 抗 計
Ｄ 　 通 電 領 域 の 直 径
Ｌ 　 ス ラ グ 層 の 厚 さ
ｘ 　 間 隔 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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